
均
衡
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
新
世
界
に
於
げ
る
ヨ
1
ロ
ソ
バ
列
強
の
無

ガ
」
（
天
四
頁
）
の
所
爲
で
あ
っ
六
と
共
に
、
又
「
イ
ギ
リ
ス
と
獣
契

が
あ
っ
」
（
一
九
四
頁
）
汝
が
爲
で
も
あ
ろ
と
ゼ
う
が
如
く
、
既
に
泄
界

．
経
濟
時
代
に
入
れ
ろ
十
九
世
紀
の
各
國
史
の
翼
の
理
解
の
爲
に
に
、
常
に

當
購
の
雌
馬
鮫
勢
な
認
識
す
ろ
必
要
あ
る
な
教
示
す
る
と
共
に
、
其
外
交

吏
研
究
に
於
て
も
、
唯
徒
ら
に
公
丈
書
に
よ
っ
て
の
み
理
解
解
鐸
で
ろ
の

潅
瞼
な
戒
し
め
表
う
が
如
き
、
洵
に
科
撃
的
な
る
方
法
論
の
漉
用
ば
随
所

に
見
回
ら
芳
～
と
は
言
へ
、
其
概
念
の
科
學
約
三
密
二
三
映
け
る
為
認
め

ざ
る
為
得
な
い
の
ほ
三
三
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
私
が
奄
篇
葎
麺

じ
て
受
け
歪
最
深
の
印
象
に
、
著
巻
が
素
朴
な
ろ
唯
物
論
者
的
態
度
な
探

っ
て
居
ら
れ
る
と
嘗
ふ
事
で
あ
ろ
。
斯
る
私
の
印
象
が
、
果
し
て
何
為
意

．
味
す
る
か
口
、
偏
に
讃
者
の
既
書
の
精
誼
に
挨
つ
が
、
兎
も
み
れ
、
箸
者

が
「
プ
凶
の
力
人
巨
日
本
の
開
國
の
恩
人
な
ど
言
ふ
外
交
的
措
僻
な
遜

け
し
（
自
序
三
頁
〉
出
架
得
る
限
り
批
勾
的
に
而
も
一
曲
す
る
所
な
く
魏

察
ぜ
ん
と
せ
ら
れ
力
限
り
に
於
て
．
ア
メ
可
力
史
の
眞
和
が
或
程
度
迄
描

か
れ
て
ゐ
憂
事
に
事
貧
で
あ
り
、
混
方
面
に
於
け
る
入
門
書
と
し
て
一
護

の
慨
値
ほ
あ
ぢ
う
と
思
ふ
。
（
定
債
武
測
八
捨
銭
）
　
（
杉
本
克
己
）
．

報

桑

　
　
⑧
京
都
帝
國
大
皇
女
藥
野
史
鯨
蝋
昭
和
八
年
度
卒
業

　
　
　
論
文
題
言

　
　
　
　
醐
　
史
　
專
　
攻

近
世
封
建
一
項
と
町
人
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
青
　
山

徳
川
一
代
封
建
制
度
精
榊
と
宗
教
と
の
關
係
に
就
て

奈
良
畢
安
過
渡
期
の
時
代
精
一

三
教
と
町
人
精
紳

近
世
と
古
學
派
儒
教

明
治
維
新
に
於
け
ろ
國
原
Ψ

浄
土
教
興
隆
の
史
的
意
義

亭
安
朝
末
期
に
於
け
ろ
庶
斑
階
級
の
女
性

上
代
靴
會
と
歌
謡

近
世
の
都
市
止
活

浮
土
敏
の
獲
蓮
と
庶
民

奈
良
覇
に
於
け
る
農
本
思
想
と
庶
民
生
活
に
就
て

石
門
心
學
と
町
人

南
北
朝
時
代
に
於
け
ろ
勤
王
思
想
に
蕊
て

荘
民
の
生
活

長
晦
の
勃
興
と
地
役
人
の
域
立

第
十
九
巻
　
第
二
號
　
　
」
四
〇
七

　
　
　
　
　
添
回

藤
禺
貞
吉
郎

束
伏
見
邦
英

高；i多橘茂櫻櫻多野眞岩岩本
　井　　賀　川ヲト井田中利瀬城谷石

　悌
　＿交　翼景文傳正安英隆一
網瑠雄茂澄雄三三群一泊利郎

　　　　　　　　　　（　IS5）



彙

報

明
治
初
期
の
開
化
思
想

巾
世
の
和
歌
と
時
代
精
帥

　
　
　
集
洋
史
專
攻

麟
義
単
節
度
便
考

太
帯
天
國
革
命
に
就
い
て

薪
羅
下
代
の
王
朝
に
就
い
て

前
漢
の
奴
嫁
に
競
い
て

前
漢
武
帝
の
抑
聴
孜
策
に
つ
い
て

白
埴
駕
獲
生
φ
一
考
察

支
那
宵
代
に
於
け
ろ
商
業
の
嚢
甲

南
朱
子
凶
日
に
關
す
ろ
譲
考
察

天
箕
昧
代
の
祉
愈
と
法
制

唐
代
の
専
院
財
産
に
就
い
て

清
朝
の
國
語
保
霧
政
策
に
就
い
て

西
洋
史
專
攻

農
民
戦
争
の
先
騙
者

英
國
十
七
世
紀
史
よ
り
見
た
る

9
0
ヨ
’
く
。
＝
．
共
和
政
撒
の
意
義

ヘ
ン
リ
ー
八
端
當
時
の
英
國
教
會
に
封
ず
る
一
考
察

中
世
濁
逸
に
於
け
る
高
利
貸
と
し

て
の
猫
三
人
に
つ
い
て

英
國
テ
ユ
ー
ド
レ
王
朝
時
代
の
二
丁
の
研
究

　
　
　
　
　
組
織
崩
屡
過
程
に
於
け
る

英
國
寓
毎
。
『

ビ
。
ロ
・
髭
日
寓
．
男
b
く
。
洋
（
H
q
o
o
o
H
淋
聯
）
に
就
い
て

回
G
。
富
年
伯
林
三
月
革
命
の
葡
更
の
索
め
に

山姫

本部

武

来八田佐大奥大慶岩分溜
田木邊藤島陰野松永　枝
扇　　　　　　保　　 縄

＿法　正利秀光光大
郎忍晃義一雄野雄亮海；晃

申森細堀蛇荒
島瞭田　 口田

三雄周

中
　
山
　
治

一亘一鼎夫郎吾

銘
十
九
巷
　
第
二
號
　
　
四
〇
八

口
；
マ
就
濡
級
織
形
熊
の
墾
蓬

附
、
民
携
の
獲
達
に
つ
い
て

饗
三
二
係
よ
り
見
た
る
米
國
モ
ン
ロ
ー

主
義
宣
言
の
意
義
に
就
て

十
八
世
紀
申
葉
よ
り
十
九
世
紀
初
頭
に

至
る
梅
圃
の
甦
倉
的
経
濟
的
嚢
展
過
程

シ
ユ
タ
ウ
フ
エ
ン
家
の
帝
國
支
配
に
就
い
て

　
　
　
塘
理
學
専
攻

人
口
を
中
心
と
ゼ
る
佐
渡
島
の
地
理
學
的
考
察

背
順
な
中
心
と
し
て
親
た
る
名
古
屋
港
の
地
理

的
一
考
察

中
國
地
方
の
人
口
分
布
に
就
い
て

大
野
川
流
城
の
人
口
地
理
的
研
究

富
士
由
正
距
測
驚
の
測
最
兜
的
研
究

越
後
北
蒲
原
亭
野
に
於
け
ろ
聚
落
の
地
理

學
的
概
観
一
特
に
立
地
な
中
心
と
し
て

能
登
一
一
の
人
口
地
理
學
的
考
察

知
多
牛
島
に
於
け
る
猛
産
現
象
の
地
理
的
一
考
察

寮
溝
に
於
け
ろ
灌
瀧
排
水
施
設
の
地
理
学
的
研
究

満
水
港
の
交
通
地
理
的
研
究

　
　
㈱
地
理
學
談
話
會

清
　
水
　
喜

信
濃

博

寺
　
田
　
善
次

山
　
内
姦
夫

姿
恕
罪
　
一

今
村
新
太
郎

國
領
武
｛
郎

肉渡朝大村日近
口蓬永橋由下説
亭　一陽
四久二母方卓
郎雄郎男治造忠

　
昭
和
九
年
二
月
三
日
午
後
三
冠
よ
り
陳
列
館
内
地
理
予
土
習
室
に
て
開

催
、
命
饗
卒
業
ぜ
ん
と
す
ろ
三
回
生
の
卒
業
論
交
概
嬰
獲
表
為
行
つ
索
。

小
牧
助
教
授
以
下
綴
論
者
二
十
一
各
、
左
記
八
君
が
約
十
分
間
つ
つ
論
丈

の
概
要
乃
至
論
丈
作
製
上
の
苦
心
な
蓮
べ
ら
れ
象
。
（
三
図
巫
今
村
、
村

山
目
下
鋏
席
）

（IS6）



へ

智

】
、
人
口
な
中
心
と
す
る
佐
渡
島
の
塊
理
的
考
察

｝
、
中
頭
地
方
の
人
口
密
度
圃
に
つ
い
て

一
、
大
野
川
流
城
の
人
口
地
理
的
研
究

一
、
富
士
出
高
距
測
定
の
測
量
史
的
考
察

一
、
能
登
牛
島
の
人
口
地
理
的
考
察

｝
、
知
多
牛
島
に
於
け
ろ
生
産
現
象
の

　
地
理
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
，

一
、
褻
瀞
に
於
け
る
灌
慨
排
水
施
設
の
地
理

　
雛
的
研
究

一
、
滴
水
港
の
交
通
地
理
的
研
究

大鷹固織安
橋下藤頒藤
　　　武
英車　　鰹

男藏思郎一

朝
永
陽
二
郎

渡
　
逝
　
久
　
雄

由
口
挙
四
郎

　
以
上
入
名
の
裡
四
名
ま
で
が
人
口
地
理
な
テ
ー
マ
に
坂
つ
六
こ
と
ば
著

く
注
斑
さ
れ
る
。
そ
し
て
右
の
う
ち
、
安
藤
と
大
橋
と
が
趨
れ
か
と
い
へ

ば
触
誌
的
の
態
度
な
以
っ
て
、
夫
々
佐
渡
及
び
能
登
牛
島
の
人
口
現
象
旭

取
扱
つ
象
に
嘱
し
、
國
領
ば
廣
大
な
ろ
中
國
地
方
な
市
町
村
別
に
人
日
密

度
圖
上
に
雛
く
ア
ル
バ
イ
下
に
一
己
な
趾
い
て
の
ち
、
人
口
分
窟
存
規
定

す
る
要
素
た
考
究
し
、
近
藤
は
河
描
流
域
な
る
一
軍
二
一
と
つ
て
水
系
及

び
高
度
と
の
聯
關
に
於
て
人
口
密
度
尋
論
じ
て
、
各
自
の
特
色
た
獲
輝
し

て
み
ろ
。
ま
六
、
日
下
の
論
文
ほ
從
來
に
見
ざ
る
異
色
で
あ
っ
て
そ
の
專

攻
ゼ
る
地
翻
學
測
澄
學
の
立
揚
よ
り
常
士
山
測
量
吏
に
つ
い
て
蓮
べ
六
〇

更
に
、
朝
永
ほ
知
多
牟
島
の
工
業
、
農
業
、
水
産
業
た
主
に
地
人
相
踊
的

に
批
議
し
各
産
業
の
支
配
的
地
層
な
設
定
し
象
る
経
過
た
、
ま
六
渡
蓬
に

懸
盤
蝕
り
取
扱
に
れ
ざ
り
し
望
潮
排
水
施
設
為
以
っ
て
、
學
的
に
未
開
拓

な
る
盗
灘
に
特
色
あ
る
農
業
地
理
的
研
究
た
行
へ
る
苦
心
為
、
胃
取
回
に
山
　

口
は
港
瀞
の
交
通
地
理
的
研
究
に
於
け
る
幽
一
4
城
の
問
題
に
就
き
一
つ
の
薪

ら
し
憲
試
な
夫
々
報
告
す
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
象
Q
因
み
に
藤
織
敏
席
ゼ
る

藥

報

今
村
に
名
古
屋
港
南
岳
域
た
中
‘
5
と
し
て
交
通
地
理
的
に
研
究
し
、
村
由

に
新
潟
縣
北
蒲
康
挙
野
の
聚
落
た
取
扱
つ
糞
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
卒
業

論
文
に
同
教
室
獲
行
の
「
馳
理
論
叢
」
誌
上
に
岡
准
蓬
っ
て
獲
表
さ
れ
る

筈
で
あ
る
か
ら
、
同
好
の
士
に
就
い
て
一
癖
あ
ら
ん
こ
と
存
庸
望
す
る
。

　
　
⑧
東
洋
史
談
話
會
記
事

　
豫
護
禽
幽
　
一
月
十
五
口
回
（
奪
タ
）
午
後
山
ハ
晴
よ
樋
り
山
守
瀟
瀟
…
除
角
三
良
四
亭
に
「

て
前
回
、
畔
臼
の
關
係
か
ら
か
爾
席
暫
に
十
二
名
に
過
ぎ
な
か
つ
象
が
鴛

淵
講
師
始
め
二
三
回
生
揃
っ
て
和
氣
矯
々
裡
に
曾
な
終
り
、
今
春
卒
業
の

三
岡
生
諸
兄
な
逡
る
こ
と
を
得
力
。

　
第
三
十
七
回
例
露
　
二
月
二
日
（
金
）
午
後
一
例
學
止
集
倉
所
乾
室

出
席
者
　
三
十
一
名
本
學
年
度
最
後
の
例
會
で
あ
り
、
空
前
の
盛
會
た
得

象
〇
三
圏
生
の
諸
兄
に
卒
業
二
丈
の
概
要
獲
表
を
お
願
ひ
し
大
が
噂
問
の

關
係
で
簡
軍
な
紹
介
の
暇
し
か
な
か
つ
カ
の
に
三
三
で
あ
っ
雲
．

　
聚
表
為
お
願
ひ
し
象
三
四
生
諸
兄
に
左
の
通
り

藤
枝
晃
君
　
　
砦
永
大
亮
裂
　
　
大
島
利
一
君
　
　
奥
山
秀
雄
君

呉
総
海
磐
　
　
入
木
法
忍
君
　
　
来
田
貞
｝
郎
君
（
講
演
順
）

　
講
演
後
晩
餐
會
。

　
　
⑳
支
　
那
學
會

　
豫
嘩
露
　
二
渥
三
日
午
後
三
時
前
よ
リ
東
方
丈
化
學
院
京
都
研
究
所
に

於
て
開
催
。
卒
業
生
の
蹴
転
撃
科
よ
リ
一
名
宛
、
終
り
に
鈴
木
教
授
の
講

演
あ
り
。

　
棘
袷
の
証
會
面
的
考
察
　

支
那
哲
學
科
　
入
江
田
醤
君

　
灘
騒
の
古
音
に
就
て
　
　
　
　
支
那
志
望
科
　
　
鹿
　
内
　
健
　
三
君

第
十
九
巷
　
第
ご
魏
　
　
鴻
〇
九

（　IS7　）



報

　
張
議
潮
に
就
て
　
　
　
　
　
　
東
洋
史
學
科
　
　
藤
　
枝
　
　
　
晃
君

李
卓
吾
に
關
す
る
文
献
に
就
て
　
　
　
鈴
木
敦
授

　
鈴
木
敏
授
が
最
近
李
卓
吾
年
譜
を
撰
ゼ
ら
れ
カ
が
、
共
後
傅
講
師
の
令

弟
傅
惜
華
氏
が
韮
沓
於
て
獲
ら
れ
力
李
氏
逡
書
奄
謀
慧
ら
れ
索
る
が

其
の
観
明
、
本
書
ほ
上
下
二
巷
と
附
錐
と
よ
り
成
り
、
本
篇
に
ほ
書
繍
、

難
丈
な
集
め
、
附
録
に
に
遺
　
両
、
李
卓
吾
に
封
ず
る
追
悼
文
な
ど
あ
り
、

巻、

�
ﾉ
余
永
寧
の
序
た
附
す
。
内
容
ば
李
源
陵
外
紀
と
璽
複
ぜ
る
所
も
あ

噂
、
焦
祐
に
興
ヘ
カ
ろ
書
衙
を
最
も
多
し
と
な
マ
．
。
漢
書
敬
授
に
大
正
十

五
年
渡
日
の
際
、
通
州
迎
構
寺
に
て
李
卓
吾
の
墓
た
獲
見
さ
れ
し
事
あ
り
、

謬
瑳
…
碧
響
ろ
轟
が
嚢
て
あ
り
し
が
現
含
復
讐
ら
染

　
　
ヘ
　
　
へ
む

矧
と
レ
藩

　
謙
演
終
τ
後
支
那
料
理
の
晩
難
愈
あ
り
、
矢
野
名
王
教
授
、
鈴
木
．
小

島
教
授
・
那
波
・
倉
石
助
教
授
先
輩
學
許
多
薮
串
廠
写
録
な
り
斗
・
。

　
　
麟
讃
薄
樺

　
大
禽
幽
　
昨
年
十
二
月
九
日
第
二
十
三
回
談
史
會
大
壁
を
午
後
　
晴
よ
り

樂
友
會
舘
講
堂
に
於
て
開
催
す
。
西
田
教
授
、
中
村
助
教
授
、
牧
野
講
師
、

藤
講
師
以
下
多
鍛
参
會
す
、
左
の
研
究
獲
表
あ
り
て
十
時
牛
盛
會
裡
に
終

る
。

　
　
　
　
霊
之
　
都

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暗
　
野
　
谷
　
勝
氏

一
　
｛
齋
藤
交
書
に
就
い
て
　
　
　
　
丈
學
士

一
、
交
明
史
に
於
け
ろ
歴
史
記
蓮
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士

一
、
光
挽
の
藝
衝
と
そ
の
砒
會
的
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士

高
　
瀬
　
重
　
雄
氏

西
　
堀
　
一
　
三
氏

第
十
九
巻
　
第
二
號
　
　
　
四
一
〇

一
、
梅
豊
能
と
瓢
丹
波

一
、
佛
げ
光
寺
派
の
無
鞘
系
鶴

一
、
室
町
厚
志

　
　
夜
　
の
　
二

一
、
中
世
山
木
期
川
の
由
　
綺

　
、
　
一
升
り
…
勧
鵬
遊
に
つ
い
て

丈
學
士

田
　
中
　
勝
　
雄
氏

井
　
川
　
定
慶
氏

申
村
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
三
士
　
　
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
一
士
　
　
伊

一
、
鎌
倉
幕
府
に
於
け
る
靴
倉
統
鵠
上
の
一
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

一
、
玉
茎
田
樂
に
就
い
て
西

井
　
芳
　
彦
氏

藤
　
只
　
人
氏

田

　　　　講

授師

事
酉
田
教
授
の
講
演
に
則
し
て
矢
代
日
吉
弁
職
に
上
野
條
御
勝
八
幡
祉

の
雨
紳
事
田
樂
の
映
鑑
を
上
映
し
、
井
川
氏
の
講
演
に
關
す
ろ
召
料
亦
倉

場
の
一
部
に
陳
列
さ
れ
療
。

国
辱
本
年
二
月
＋
六
日
、
午
後
六
聴
牛
よ
q
樂
友
會
館
第
一
號
室
に

於
て
開
會
、
中
村
助
敏
授
、
牧
野
講
師
、
藤
講
師
以
下
齢
す
る
も
の
二
十

四
名
、
十
時
牟
閉
會
o

O
演
　
　
題

一
、
轟
に
於
け
ろ
禦
査
就
い
て
三
三
高
非
悌
三
郎
氏

　
一
、
異
學
の
禁
と
定
信
の
思
想
　
丈
三
士
有
働
賢
三
琉

　
　
⑱
民
俗
下
竪

　
見
學
　
十
二
月
十
七
臼
（
口
）
　
春
日
若
宮
御
祭
見
學
、
日
田
敏
授
先

輩
佐
藤
虎
雄
氏
柴
田
助
手
以
下
一
行
十
七
名
、
午
前
十
晧
京
都
騨
な
織
嚢

師
走
の
冷
雨
の
中
な
奈
良
に
着
く
。
前
日
＋
六
B
の
深
更
に
行
ほ
れ
大
蓬

（三，98）



幸
の
儀
に
よ
り
始
ま
つ
糞
御
祭
の
諸
儀
1
／
十
七
日
午
後
一
確
過
ぎ
の
御
渡

式
に
依
り
最
篇
潮
に
達
す
る
。
行
列
の
先
頭
た
添
ろ
ば
溝
防
組
、
各
講
祉

旗
、
奉
三
三
員
、
各
町
唾
壷
近
代
色
朧
か
な
も
の
で
あ
ろ
が
古
式
行
列
の

　
　
　
ヒ
ノ
ゆ
カ
ビ
ダ
イ

蓋
旨
使
代
で
あ
・
。
響
藤
原
氏
謬
霧
姿
噛
し
な
の
。
脚
、

暗
の
風
俗
為
髪
髭
ゼ
し
め
ろ
。
次
に
騎
馬
の
E
女
、
細
男
、
十
番
力
士
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
チ
ヨ
ウ
ノ
チ
ゴ

猿
樂
一
三
、
田
樂
本
座
田
樂
新
座
、
馬
長
見
、
競
馬
、
大
和
士
代
で
、

此
の
大
和
士
一
行
ぽ
前
蓮
の
猿
樂
一
座
、
射
手
兇
、
揚
繭
、
御
師
役
流
鏑

馬
等
よ
り
な
っ
て
み
ろ
。
次
に
徳
川
期
の
大
名
行
列
が
あ
ろ
。
眞
物
の
競

馬
に
行
列
の
終
了
後
に
青
、
雰
二
馬
宛
で
行
に
れ
実
。
此
等
の
行
列
は
松
の

下
の
検
知
席
の
誘
で
一
々
検
知
葎
受
け
て
祉
殿
に
謬
す
う
も
の
で
あ
る
。

上
代
よ
M
近
漫
ま
で
の
風
俗
が
そ
の
中
に
盛
ら
れ
て
み
る
の
が
こ
の
御
祭

の
永
綾
し
六
事
な
物
語
り
叉
一
つ
特
色
と
も
な
っ
て
み
ろ
。

　
競
馬
感
四
畦
頃
終
り
そ
れ
よ
り
各
肉
夕
食
た
と
り
、
六
蒔
廼
ぎ
影
向
松

よ
り
少
し
上
手
の
弓
庭
に
於
て
薫
習
た
三
聖
す
る
。
壇
ぱ
芝
生
で
三
尺
程

畜
く
作
ら
れ
正
方
形
、
四
隅
に
忌
火
が
焚
か
れ
て
み
ろ
Q
極
月
の
冷
氣
の

下
に
宵
風
な
薬
注
に
遷
れ
て
萬
歳
樂
、
廷
重
三
、
地
久
、
賀
殿
の
舞
、
翁

の
舞
、
蘭
陵
王
、
納
曾
利
、
散
手
、
貴
徳
等
の
舞
、
等
が
行
に
れ
ろ
。
融

傳
薄
舞
の
優
美
に
封
し
て
陵
王
等
ば
鬼
紳
の
如
き
面
た
つ
け
舞
も
雄
肚
な

も
の
で
あ
る
。
寒
空
に
冴
え
る
轡
絃
、
糠
々
れ
ろ
大
太
鞍
、
闇
に
閃
燦
す

る
舞
人
の
斐
束
、
し
ば
し
上
古
の
幽
蓮
の
境
に
入
る
心
地
が
す
ろ
。
十
一

時
蜜
全
て
の
光
を
奈
都
溝
し
眞
の
禰
の
中
た
澄
幸
の
儀
が
螢
ま
れ
る
。
古

都
の
撫
寂
ほ
五
膿
為
引
濁
し
め
ろ
糠
で
あ
る
。
＋
二
迷
想
ギ
ニ
同
無
事
に

勲
富
な
る
牧
獲
を
喜
び
つ
・
京
都
に
着
い
犬
。

報

例
盤
　
二
月
二
十
七
縁
、
病
友
會
舘
に
於
て
夕
七
時
よ
り
閉
催
、
十
名

塗
會
Q
左
の
講
演
あ
り
Q
十
時
閉
會
Q

一
、
支
那
に
於
け
る
赤
色
呪
徳
の
諸
形
相
　
森
　
　
鹿
三
氏

一
、
築
城
に
聾
す
る
二
三
の
親
話
　
　

水
野
清
一
氏

　
　
麟
西
洋
史
談
書
會

　
例
話
　
昭
瀦
入
善
十
ご
月
十
四
日
午
後
六
時
よ
り
樂
二
一
舘
第
一
號
警

に
断
て
開
催
、
左
の
こ
君
の
研
究
嚢
衰
及
び
護
書
紹
介
あ
り
て
十
時
散
會

閏
画
工
十
入
名

　
Ω
崔
缶
険
の
蓮
葉
に
就
い
て
　
　
　
　
こ
弧
猛
　
甲
斐
不
二
男
君

　
ノ
〈
●
男
鑓
β
繋
H
g
o
誘
。
一
〇
巳
p
一
跨
自
・
喝
o
o
房
。
〔
夢
㊦
〉
・
ヨ
。
ユ
o
p
胃

　
〇
三
9
賃
O
O
昌
二
お
目
く
O
O
崩
5
器
一
汐
O
く
9
瓢
笛
O
コ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
図
生
廣
田
孝
・
扁
君

　
例
露
　
昭
和
九
年
二
月
一
H
午
後
六
三
牟
よ
“
樂
友
倉
館
第
一
號
室
に

於
て
開
催
、
左
の
讃
書
紹
介
あ
り
て
十
蒔
牛
散
會
、
禺
卜
者
二
十
六
名
。

　
労
。
げ
Φ
黒
く
。
昌
閲
α
回
旨
ご
ρ
口
部
…
O
o
m
o
匿
。
｝
戸
8
飢
醗
”
摸
汗
0
5

　
類
O
一
昌
白
肖
＝
『
導
ニ
ロ
降
　
二
⇒
負
　
ω
O
N
一
鑓
一
沼
5
二
〇
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
生
［
　
一
荒
　
田
　
薪
　
吾
君

　
岡
q
諸
2
㊦
畿
U
一
〇
も
り
賦
餌
く
駿
Φ
一
斤
扁
レ
一
貯
2
，
窪
営

　
（
内
巨
δ
ω
。
藍
h
§
所
動
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
隅
生
　
細
　
田
　
　
　
　
鼎
君

二
塁
百
午
後
六
時
よ
ゆ
安
弗
千
也
に
於
て
本
年
度
卒
業
生
逡
別
口
饅

會
為
開
く
。
會
す
る
者
二
＋
県
名
、
歓
准
霊
し
て
九
霧
散
倉
。

　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
第
二
號
　
　
四
一
一
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報會

二二

　
　
㊤
會
員
移
動

　
　
　
韓
　
　
　
居

盛
北
市
本
郷
町
四
條
通
リ

　
　
⑳
窃
贈
交
換
圓
書
難
誌
目
録

氏
帝
室
博
物
舘
年
報
　
昭
和
七
年

青
丘
學
報
　
一
四

西
洋
史
研
究
四

吏
　
學
　
研
　
究
　
『
の
二

哲
學
研
究
　
一
入
の
一
二
2
九
の
一
、
二

名
古
屋
漁
故
倉
報
告
　
一
七

入
類
學
雑
誌

歴
　
更
地
　
理
　
六
三
の
一
、
ご
、
叢

肚
會
経
濟
吏
學
　
三
の
八
、
九
、
一
〇

聞
中
灘
ド
ー
ソ
ン
鵬
菰
古
史

考
古
圃
録

艮
俗
學
五
の
一
㎜
2
二

甕
學
雑
誌
四
四
の
＝
一
、
四
五
の
一
、
二
2
二

波
田
野
日
栄
氏

四
八
の
一
二
、
附
録
二
、
三
。
四
九
の
一
、
二 帝

室
薄
物
館

青
　
丘
　
學
　
會

東
北
西
洋
、
吏
研
究
倉

三
島
史
三
王
究
會

京
都
哲
學
愈

名
宵
屋
温
故
倉

東
京
人
類
墨
乱
會
、

日
本
歴
吏
塊
理
學
會

祉
會
経
濟
、
學
、
會

三
　
岡
、
史
　
學
　
會

關
東
鹿
博
物
館

民
　
俗
　
學
　
會

更
　
　
暴
　
　
倉

言
　
　
　

農

考
古
學
雑
誌
“

井
上
唱
世
外
公
門
傳

國
學
院
雑
誌

通
　
　
　
　
報

史
迩
と
美
構 　

策
十
九
巻
　
第
二
號
　
　
四
一
二

二
の
一
二
、
三
の
…
、
二
　
　
　
　
信
濃
郷
土
研
究
會

二
三
の
＝
一
、
ご
四
の
一
ふ
二

文史経史爾祉

　　濟學方會

　　三年土學
イヒ　學　叢　丼…艮　f谷レ　徒

二
、
蕊

昭
和
九
年
一
、
二
、
三
月
號

ご
四

三
入
、
三
九
、
四
〇

入
の
扁
、
二
、
三

二
の
四

三
八
の
一
、
二
、
三

＝
一
の
四

一
の
一
、
二
、
三

分
北
帝
泣
面
湘
南
方
士
俗
學
會

　
京
都
帝
國
大
畢
経
濟
學
會

長
安
史
蹟
の
研
究
　
（
東
洋
丈
庫
論
叢
第
二
十
の
一
、
二
）

元
三
の
研
究
（
東
洋
文
庫
論
叢
第
十
九
）

考
　
古
　
學
　
會

井
上
馨
．
侯
傳
記
編
纂
倉

國
學
院
大
畢

p
・
ペ
リ
ナ
敏
授

史
迩
美
衛
同
孜
會

融
會
學
徒
就

燕
京
大
學
歴
史
學
會

三
　
田
　
史
　
學
．
會

東
北
帝
國
大
回
文
科
會

東
　
洋
　
丈
　
庫

來
　
洋
　
丈
　
擁

（　10．　f：）　）


